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わが国では、第 2 次世界大戦後にＰＴＡが生まれました。

戦前には学校の後援会的な性格の強い父母会や保護者会がありましたが、戦後になってアメリカの例

をモデルとしてＰＴＡがつくられました。

昭和 21（1946）年 3 月に、日本の教育の民主的改革のために来日していたアメリカ教育使節団が

報告書を提出しました。

その中で、民主化の一つとしてアメリカ のＰＴＡを紹介し、日本でも結成することを勧奨したのです。

それを受けて、文部省は昭和 22（1947）年 3 月に「父母と先生の会－教育民主化のために－」と

いう 冊子を作成し、各都道府県知事あてに配付して、ＰＴＡづくりを奨励しました。その結果、昭和

25（1950）年までには全国のほとんどの小・中・高校にＰＴＡが結成されました。

（「PTA運営の手引き」令和２年 奈良市PTA連合会より）

PTAのおいたち

→PTAは、アメリカをモデルにして戦後に導入された



「父母と先生の会（ＰＴＡ）は、児童生徒の健全な成長をはかることを目的

とし、親と教師とが協力して、学校および家庭における教育に関し、理解を

深め、その教育の振興につとめ、さらに、児童生徒の校外における生活の指

導、地域における教育環境の改善、充実をはかるため会員相互の学習その他

必要な活動を行う団体である。」

（父母と先生のあり方について［昭和 42.6.23 社会教育審議会報告］）

PTAの目的

→PTAとは、子どもたちのすこやかな成長のために、保護

者と教師が協力し、連携を深め、互いに学びあう団体



PTA

子どもたちの幸せのために保護者と教職員が自主的に組織し運営する任意団体

子ども会

日本中の子ども達の成長と幸福のための子ども会活動を目的（理念）として

1965年（昭和40年）に社団法人全国子ども会は誕生し、2012年（平成24

年）に公益社団法人全国子ども会連合会となった。

（全国子ども会連合会HPより）

PTAと子ども会の関係

→PTAと子ども会は、別団体



学校

本来の学校、PTA、子ども会の関係

→学校、PTA、子ども会は、別団体

PTA 子ども会



学校

令和３年度までの学校、PTA、子ども会の関係（イメージ）

→複雑に入り組んでいる

PTA
子ども会

自治会



令和３年度までの学校、PTA、子ども会の関係

PTAの予算に「子ども会」の支出があることからも、

PTAと子ども会が混同されていることがわかります。



学校

本来の学校、PTA、子ども会の関係

本来の関係に戻していかなければなりませんが、

一気に全てを変えようとすれば混乱を生むでしょう

PTA 子ども会



学校

そこで、R4年度は、、、

①PTAと子ども会を分ける

PTA
子ども会



学校

そこで、R4年度は、、、

②PTAをスリム化する

PTA
子ども会



赤小PTA R4年度の方向性

①PTAと子ども会を分ける

②PTAをスリム化する



①PTAと子ども会を分ける

・子ども会関係費をPTA予算から削除する

・子ども会の保険については、

PTA費からの引き落としではなく、

各子ども会の子ども会費から徴収する。



②PTAをスリム化

・予算のスリム化

→会費を2600円から1200円に。（月100円×12ヶ月）

・活動のスリム化

→学級役員の廃止 等



「できる人が、できる時に、できる事を」

というPTA活動にしていくために、

ご理解とご協力を

よろしくお願いします。


